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①　事業社名及び代表者氏名　

事業所 花昭建設株式会社

代表者氏名 代表取締役　花籠　二義

②　所在地

本社 〒861-0501　　熊本県山鹿市山鹿272番地

モータープール 〒861-0535　　熊本県山鹿市南島上ノ丁278-2

③　沿革

創業開始 1958年11月（昭和33年）　

法人設立 1967年12月（昭和42年）株式会社

④　事業活動（対象範囲）

建設業 舗装工事業、土木工事業、水道施設工事業

塗装工事業

⑤　事業の規模　

資本金　 2,000万円

事務所床面積　　 ７０ｍ2

モータープール ４７１４ｍ2

　　

⑥　活動規模

⑦　環境管理責任者及び担当者連絡先　

環境管理責任者　：　　寺﨑　徹

連絡先　  　　　　 0968-43-3765　 0968-43-3766

display@hanashou-kensetsu.co.jp

www.hanashou-kensetsu.co.jp

R４.7～R５.6R３.7～R４.6R２.7～R３.6

238

　　    　　 　HP　:

16

32

14 10

36

従　業　員

※ 事業年度 ： 毎年７月１日から翌年６月３０日

単　価
第5４期

　　   　　E-mail　:

338

28

百万円

件

人

売　上　高

工 事 実 績

FAX  :TEL  :

第5６期

501

第55期

１．事業活動の概要
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≪組織図≫

≪責任及び権限≫

・環境方針の作成 ・定例会議の出席

　 ・経営資源の用意（人.設備.時間.費用等） ・教育、訓練計画書の承認

・環境に関する苦情、クレームの最終決済 ・代表者による全体の評価、見直し

・単独部門での使用社内文書の承認 ・環境活動レポートの承認

・実施体制の構築（各自の役割、責任及び権限を定め全従業員に周知する）

・教育、訓練計画書の作成 ・定例会議への開催

・緊急事態に対する手順のテスト ・環境活動レポートの作成

・環境関連法規等の遵守評価の実施 ・部門活動状況の整理及び報告

・環境への負荷（及び取組の）自己チェックの実施

・単独部門での使用社内文書の承認作成 ・部門活動状況の整理及び報告

・緊急事態に対する手順のテスト ・定例会議への出席

・関係者への活動の指示及び説明 ・定例会議への開催

・活動状況の整理及び報告

・単独部門での使用社内文書の承認作成 ・部門活動状況の整理及び報告

・環境負荷データの集計と、報告 ・定例会議への出席

・単独部門での使用社内文書の承認作成 ・部門活動状況の整理及び報告

・マニフェストの管理(工事毎管理）保管 ・定例会議への出席

社　長
（花籠　二義）

環境管理責任者
（寺﨑　徹）

定例会議
（寺﨑　徹）

営業部長
(寺﨑　徹）

各建設現場責任者

営業部長

工事部長
（寺﨑　徹）

総務部長
(花籠　二義）

工事課長
（大岩　孝二）

役　割　・　責　任　・　権　限

社　長

環境管理
責任者

工事部長

建設現場
責任者

総務部長

社　員

２．環境活動実施体制
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≪企業理念≫

　人々に安心と満足を提供し、社会に貢献できる企業を目指します。

≪基本理念≫

　花昭建設株式会社は、環境経営への継続的改善に取り組み、建設業（舗装工事主体）

における、省資源、省エネルギー、廃棄物削減に重点を置き、社会のニーズに応えるべく、

リサイクルにも会社全体で取り組むことを使命とする。

≪行動指針≫

①　省資源　　　　　　　資源の再利用、再生利用を進める。

②　省エネルギ－ 自動車のアイドリングストップなどを進んで採用し、二酸化炭素の排出、

削減に取り組み、エネルギーの効率的な利用をはかる。

③　廃棄物削減 材料の必要数量を限定し、出来るだけ廃棄物を排出しないようにし、

分別可能なものに関しては、リサイクルを行う。

④　リサイクル 分別回収を全社的に見直し、ゴミの少量化、エコマ－ク商品等の

環境にやさしい商品の積極的購入に努める。

⑤　整理整頓 現場の後片付け、整理整頓を徹底し、ほこり・粉塵対策を行う。

⑥　舗装工事 工法を検討し、省エネルギー、廃棄物削減工事を実践する。

⑦　土木工事 インフラ整備（社会環境整備）における騒音・振動対策を行う。

⑧　水道施設工事 取水、配水施設の築造設置による、水質汚濁を防止する。

⑨　ボランティア 道路清掃を積極的に行って、地域環境衛生の向上に努める。

⑩　環境関連法規等を遵守する。

　この環境方針は、確実に実行され維持されるよう必要な教育等を通して、全従業員に

周知徹底させると共に、環境活動に積極的に取り組み、地域社会に貢献する。

制　定

改　定

花昭建設　株式会社

代表取締役　花籠　二義　　　　　　　

平成18年3月1日

令和1年7月1日

３．環境方針
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

（Ｒ３.7～Ｒ４.6） （Ｒ４.7～Ｒ５.6） （Ｒ5.7～Ｒ6.6） （Ｒ６.7～Ｒ７.6）

実績 目標 目標 目標

１％削減

kg-CO2 72,041 71,321 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

kWｈ 6,203 6,141 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

kWｈ 1,983 1,963 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

L 310 307 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

L 3,137 3,106 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

L 22,773 22,545 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

kg 380 376 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

％ 分別100％ 分別100％ 分別100％ 分別100％

％ 100% 100% 100% 100%

― 節水 節水 節水 節水

件 0 0 0 0

騒音振動・環境苦情 件 0 0 0 0

日 5 6 前年度の１日増 前年度の１日増

件 0 0 0 0

※水道使用量について本社事務所は、前社長の自宅と共同の為、正確な使用量は計測できない。

　　　 モータープールについては井戸水を使用しているが、メーターがない為、正確な使用量が計測

　　　 できないが、水道使用量の数値目標をかかげず、節水に努める。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

（Ｒ３.7～Ｒ４.6） （Ｒ４.7～Ｒ５.6） （Ｒ5.7～Ｒ6.6） （Ｒ６.7～Ｒ７.6）

実績 目標 目標 目標

１％削減

百万円 338 ― ― ―

ｋg-CO2 213.14 211.01 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

kWｈ 18.35 18.17 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

kWｈ 5.87 5.81 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

L 0.92 0.91 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

L 9.28 9.19 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

L 67.38 66.71 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

kg 1.12 1.11 前年度の▲1％ 前年度の▲1％

一般廃棄物

産業廃棄物

項目 単位

二酸化炭素排出量

電力使用量

電力使用量（現場）

ガソリン

ガソリン（現場）

軽油（現場）

主なエネルギー使用量

LPガス（現場）

廃棄物リサイクルの向上

売上高

ガソリン

電力使用量

二酸化炭素排出量

ガソリン（現場）

環境に配慮した取組

主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量

軽油（現場）

LPガス（現場）

電力使用量（現場）

河川汚濁水・流水流出

地域周辺の清掃活動

環境関連法規等違反

※電力の二酸化炭素排出係数については-令和３年度実績-九州電力の0.３０５を使用した。

項目

水道使用の削減

単位

※二酸化炭素排出量の内訳は、ＣＯ2排出量ではなく、主な項目の使用量の目標である。

≪１００万円当たりの目標≫

４．環境目標設

４



令和３年度 令和４年度 令和４年度

実績 目標 実績

（Ｒ4.7～Ｒ5.6）

１％削減

ｋg-CO2 72,041 71,321 63,680 112% ○

ｋWｈ 6,203 6,141 6,606 93% ○

ｋWｈ 1,983 1,963 1,279 153% ○

L 310 307 258 119% ○

L 3,137 3,106 3,925 79% △

L 22,773 22,545 18,363 123% ○

ｋｇ 380 376 300 125% ○

％ 分別100％ 分別100％ 分別100％ 100% ○

％ 100% 100% 100% 100% ○

― 節水 節水 節水 達成 評価

件 0 0 0 100% ○

騒音振動 ・ 環境苦情 件 0 0 0 100% ○

日 4 5 17 340% ○

件 0 0 0 100% ○

※電力の二酸化炭素排出係数については-令和４年度実績-九州電力の0.３９９を使用した。

河川汚濁水 ・ 流水流出

地域周辺の清掃活動

環境関連法規等違反

水道使用の削減

環境に配慮した取組

※評価の基準　・100％以上　〇　　・９９％～６０％　△　　・60％未満　✕（是正処置対象）

一般廃棄物

産業廃棄物

ガソリン（現場）

軽油（現場）

LPガス（現場）

廃棄物排出量のリサイクル向上

主なエネルギー使用量

ガソリン

電力使用量（現場）

項目 単位 達成率

二酸化炭素排出量

電力使用量

（Ｒ4.7～Ｒ5.6）（Ｒ3.7～Ｒ4.6）

評価

72,041 71,321 63,680

0
20,000
40,000
60,000
80,000

二酸化炭素排出量（kg-CO2）

令和３年度 実績 令和４年度 目標 令和４年度 実績

4,771 4,723
6,581

0

2,000

4,000

6,000

8,000

産業廃棄物排出量（ｔ）

令和３年度 実績 令和４年度 目標 令和４年度 実績

５．環境目標の実績・評価

５



令和３年度 令和４年度 令和４年度

実績 目標 実績

（Ｒ4.7～Ｒ5.6）

１％削減

百万円 338 ― 501 －

ｋg-CO2 213.14 211.01 127.10 166%

ｋWｈ 18.35 18.17 13.19 138%

ｋWｈ 5.87 5.81 2.55 228%

L 0.92 0.91 0.51 179%

L 9.28 9.19 7.83 117%

L 67.38 66.71 36.65 182%

ｋg 1.12 1.11 0.60 185%

※全てにおいて基本的に、個々の意識が足りていない、勉強会等で意識改革を行いたい。

LPガス（現場）

項目 単位 達成率

売上高

二酸化炭素排出量

電力使用量

電力使用量（現場）

ガソリン

※ガソリン（現場）の使用も是正処置対象ではないが、さらに目標達成に向け取り組みたい。

≪全体評価≫

※昨年以上に猛暑日が多く、エアコンの使用が多かった。稼働時間を減らし、節電に繋がるよう、

　個々が定時出勤、定時退社を心がける。

ガソリン（現場）

軽油（現場）

（Ｒ3.7～Ｒ4.6） （Ｒ4.7～Ｒ5.6）

≪環境目標の１００万円当たりの実績≫

主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量

8.23 
14.12 13.14 

0

5
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廃棄物排出量（ｔ）

R３実績 R４年目標 R４年実績

5.87 5.81 
2.55 
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R３実績 R４年目標 R４年実績
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達成
状況 評価と次年度の取り組み

不在時のパソコン電源OFF
（90分以内はスリープ状態）

△
・張り紙や外出時等の声かけで改善したい。
・個々の意識改革が必要。

エアコンの温度管理 ○
・猛暑日は出来なかった。・時間外の滞在を減らす。
・扇風機やブラインドをもっと利用したい。

電気不必要箇所・昼休みの消灯 △
・張り紙や外出時等の声かけで改善したい。
・仕事の効率化を図り、時間外の滞在を減らす。

エアコン・照明器具の掃除 ○
・定期的ではないが、未使用時期に行った。
・エアコンの内部掃除は、業者に依頼し行った。

社内書類の裏紙（白黒印刷）徹底 ○
・個々の意識改革が必要。
・張り紙を増やすなどで改善する。

印刷ミスの改善 △
・プレビュー機能で印刷範囲を確認。
・必要箇所のみの印刷。個々の意識改革必要。

ペーパーレス化の推進 △
・共有フォルダやメールを利用し、データーでのやり
取りを行うよう心掛ける。

リサイクルゴミの分別を徹底 ◎
・山鹿市のリサイクル法に基づき、引き続き取り組
む。

エコドライブの実地 ◎ ・声かけ等で外出の二度手間を改善できた。

エコドライブの実地 ○
・エンジンオイル等を定期的に交換し燃焼性を維持す
る。余裕をもって運転する。

アイドリングストップの実地 ○
・現場では使用機械ごとに確認している。
・効率的なルートで距離・時間を短縮する。

燃料使用量の把握 ○
・使用量の把握は出来ている。
・燃料価格の張り紙等で個々の意識を向上させる。

現場に見合った重機の選定 ◎
・施工検討会にて、工事内容に見合った使用をしてい
る。

不必要な道具等の積載禁止 ◎
・朝礼時に再確認を行っている、個々の意識も定着し
ている。

機械重機の点検整備を徹底する ◎ ・使用時にその都度点検している。

各現場周辺の清掃活動の実施 ◎ ・工事現場等の掃除は定着している。

リサイクルゴミの分別を徹底 △
・分別張り紙等で周知はしているが、一部が出来てい
ない。さらに個々の意識改革が必要。

不在時のエアコン照明の消灯 － ・今年度は、建設現場を設置していない。

環境美化（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等） ◎
・実施回数は少なかったが、工事の合間でできる限り
行えた。（各現場での実施は含まない）

産業廃棄物の適正処分 ◎
・廃棄物処理法に基づき適正に処理が出来ている。担
当が変更になったので、定着させたい。

水道の節水 ○
・水道使用料は、井戸水のため数値化できないが、今
後も張り紙等で節水に取り組む。

緊急事態訓練の開催 △
・座学による勉強会は、各現場で毎月1回行えたが、
訓練の実施が出来なかった。

環境関連法規を遵守確認 ◎ ・定例会等で確認

◎　よくできた　　　　　　〇　できた　　　　　　△　　もう少し

総
務
・
営
業
部
門
（

寺
﨑
　
徹
）

現
場
部
門
　
（

花
籠
二
義
）

（

花
籠
二
義
）

全
従
業
員

※「もったいない」の精神が定着が出来ていない。個々の意識が高まるよう次年度も継続する。

活動計画の内容

６．環境活動の取り組み内容と評価・次年度の取り組み
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☆エアコンの稼働が少ない11月にフィルター掃除等を行った。　 

2度目は6月の休日に業者に依頼し内部洗浄まで行った。 

外の手洗い場にもブラインドを取付、西日の調整を行った。

6月にすべてのブラインドの交換を行った。事務所が 2階部分で

日差しの影響が強く、エアコンの温度管理の為にも ブライドを

上手に活用し室内の温度管理に役立てたい。

　　　

☆新聞紙回収の方が、古紙や段ボールを

☆夏場の給湯器の電源を「切」に！ 引き取ってリサイクルされます。

　　　

☆工事現場でAED操作が実践できるよう、山鹿市消防本部で救命入門コースの講習を受けました。

７．環境活動の取り組み

８



☆既設側溝内に長年の泥が溜り、側溝蓋を超える勢いで草が生え排水できずにいた。

　このまま放置すると、害虫被害が発生するだけでなく、悪臭を放ち環境上にも良くない為、

　すべての側溝内の泥の撤去及び溜桝の掃除を行った。 （令和4年5月～8月実施）

☆経年劣化により誘導ブロックが汚れ、コンクリート部にひび割れが生じていた為、清掃および

　ひび割れ部分の補修を行った。 （令和4年8月実施）

☆施工範囲対象外の外側線や中央線が消えており、一般車両の通行に危険を及ぼす影響があるため

　工事終点より３０ｍほど延長して区画線設置を行った。 （令和5年２月実施）

☆ガードレルが、車両側に曲がり危険だった為、ガードレールの交換を行った。（令和4年9月実施）

各現場での創意工夫・地域社会や住民に対する貢献活動

９



１．ローリータンクから重機へ、 ２．点検中の流出防止対策

３．点検中の流出防止対策 ４．ドラム缶からの給油時

５．消火器の使用訓練 ６．油漏れ流出防止対策用品

油漏れ流出防止対策訓練

☆本年度（令和5年4月28日実施）は、様々な油漏れを想定し流出防止訓練を行った。
☆油吸収材や吸着シートなどの保管場所や在庫等の確認を行った。個々が、緊急事
態に対応できるように訓練を継続したい。また、二次災害を防ぐため消火器の使用
訓練および消火器の設置場所、有効期限の確認も行った。
☆今回訓練の結果、油類流出事故対応手順書の見直しは不要。
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環境上緊急事態訓練（想定される緊急事態）



環境法規制等の
名称及び略称

適用される事項 評価具体的確認内容 担当 評価

・保管基準・委託基準の遵守 ・２次文書運用文書ファイル 寺崎

・建設廃棄物処理委託契約 ・契約書綴

・産業廃棄物の適正処理 ・マニフェスト伝票

・マニフェスト伝票の管理 ・マニフェスト伝票

・計画・実施報告書作成及び提出 ・松本フォルダー

・再資源化等の促進等に関する基本遵守 ・２次文書運用文書ファイル 寺崎

・建設リサイクル法第12・13条 ・共有フォルダー

・計画書・実施書の提出 ・共有フォルダー

・発注者への計画等報告義務

・特定建設作業実施届出書提出

・条例の規制基準以下を遵守

・基準に適合した状態での使用

・法律の規定基準を遵守

・オフロード法対象外の機械の規制 ・仕様書及び施工報告書

・発注者への計画等報告義務 ・共有フォルダー

フロン排出抑制法 ・第一種特定製品の簡易点検 ・実施記録 吉本 遵守

・少量危険物の取扱い（法9条の4） ・変更届出書 非該当

・火気の使用に関する規制（法9条） ・市町村条例で定める 非該当

PCリサイクル法
（略称）

・取扱業者に依頼する。費用の負担 ・業者への引き渡し 社長 尊守

家電リサイクル法
（略称）

・取扱業者に依頼する。費用の負担 ・業者への引き渡し 社長 尊守

小型家電リサイクル法
（略称）

・取扱業者に依頼する。費用の負担 ・業者への引き渡し 社長 非該当

山鹿市一般廃棄物処理 ・事務所等からのゴミの分別 ・毎月第１、第３水曜日 吉本 遵守

・道路占用許可申請書の申請 ・共有フォルダー 大岩 非該当

・道路使用許可申請書の申請 ・許可書綴 大岩 遵守

・過積載の禁止 社長 尊守

建設業法 ・許可申請の、更新（変更） ・共有フォルダー 吉本 遵守

・環境法規制の遵守評価を8月2日に確認し調べた結果、環境関連法規制への違反はありません。

・過去3年間にわたり関係機関からの違反等の指摘および、苦情、訴訟はありませんでした。

社長

社長

道路法
道路交通法

消防法

オフロード法
（略称）

・仕様書及び施工報告書
　（現場別ファイル）

社長

騒音規制法
振動規制法

排出ガス対策

遵守

大岩

遵守

遵守

遵守

・仕様書及び施工報告書
　（現場別ファイル）

社長

廃棄物処理法
（略称）

遵守

大岩

建設リサイクル法

８．建設業に係る環境関連法規等の遵守状況
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　　 実施年月日　：　令和5年８月３１日

代表取締役　花籠　二義

≪代表者による全体の評価≫

今年度も昨年以上に猛暑日が続て降り、これからは地球温暖化ではなく地球沸騰化になると

言われております。

現場の暑さも過酷さを増しており、昨年同様、CO2削減とは反比例しますが、

作業車一台エアコンを作動させて待機させる措置が必要でした。

また事務所に於いては窓のブラインドを下ろし、日差しを遮る等の工夫を行い

エアコンの温度を上げるなどの努力が見られました。

現場サイドは相乗りで現場へ向かうなどして、燃料の節約が見られました。

結果、目標は達成して環境活動の成果が表れ、来年度も引き続き継続して活動を行いたい。

≪代表者による環境経営システムの各要素の見直し≫

変更の必要性有りの場合の指示事項

　 1．環境方針 　令和元年7月1日　改訂

　２．環境目標

　３．環境活動計画

　４．実施体制 □有・■無

変更の
必要性

□有・■無

□有・■無

□有・■無

９．代表者による全体の評価と見直し
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